
関東地方整備局同時発表

平成２８年２月２２日

道 路 局 国 道 ・ 防 災 課

平成２７年６月７日（日）に圏央道（神崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ）が開通
こうざき たいえい

圏央道により常磐道から東関東道がつながりました

圏央道のストック効果 をお知らせします※

標記について、別紙のとおり発表されましたので、お知らせします。

なお、詳細につきましては、関東地方整備局、東日本高速道路株式会社の問い合わせ

先におたずね願います。

※ストック効果：整備された社会資本が機能することによって、継続的に中長期的に得られる効果

【問い合わせ先】
国土交通省 道路局 国道・防災課 企画専門官 依田 秀則
TEL：（03）5253-8111 （内線37832）
直通 03-5253-8492 FAX：03-5253-1620

国土交通省関東地方整備局 常総国道事務所 副所長 吉田 武史
計画課長 佐藤 潤

TEL：029-826-2040（代表）

東日本高速道路株式会社【報道関係専用】関東支社広報課
TEL：048-631-0222



〈主なストック効果〉 
 

○インバウンド観光を後押し（p2） 
・圏央道の開通による成田空港からのアクセス向上を茨城県がＰＲ 

・成田空港から水戸を経由するバスツアーを増便[２本／年から４０本／年]する旅行会社もあり、 

 県周遊ツアー数が増加[前年度の２．８倍※]  ※平成27年度は4月～12月の9ヶ月 

・一昨年全国34位だった外国人宿泊者数が、昨年30位※に 

  県では、県内の圏央道全通を見据え、更なるインバウンド観光推進のための方策を検討中                     
                                                                            ※1月～11月速報値                               

○一般道が安全・快適に（p3） 
・圏央道に交通が転換したことで、一般道がスムーズになり、急ブレーキの発生割合が減少 

・成田警察署管内（成田市）の一般道の交通事故発生件数※が前年比約４％減少 
                                      ※物損事故件数及び人身事故件数の概数 

○企業の生産性向上やドライバーの労働環境改善に貢献（p4） 
  ・１台のトラックが１日のうちに複数箇所への輸送が可能になるなど、トラックの稼働率が向上し、 

 企業の生産性向上に寄与 

・ドライバーの拘束時間の減少が見込めるなど、労働環境の改善に期待 
 

○緊急・災害時に迂回が可能に「圏央道－東関東道経由」（p5） 
・常磐道の通行止時に､つくば～箱崎間の迂回機能を圏央道・東関東道で発揮 

 迂回により圏央道の交通量が約８割増加 
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つながる。まわる。圏央道。 
圏央道（神崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ）が開通しました 

圏央道のストック効果※をお知らせします                    
※ストック効果：整備された社会資本が機能することによって、継続的に中長期的に得られる効果 

 

平成27年6月7日(日)に圏央道（神崎IC～大栄JCT）が開通 

圏央道により常磐道から東関東道がつながりました                  

こう ざき             たい えい 

国土交通省記者会 国土交通省建設専門紙記者会、国土交通省交通運輸記者会 

埼玉県政記者クラブ、茨城県政記者クラブ、竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会 

千葉県政記者会、都庁記者クラブ、神奈川県政記者クラブ、八王子記者クラブ、立川市政記者クラブ 

青梅・西多摩記者クラブ、横浜市政記者会、横浜ラジオ・テレビ記者会、相模原記者クラブ 

発表記者クラブ 

平成２８年度には、東名高速から東関東道が圏央道でつながります。 

圏央道（境古河IC～つくば中央IC間）開通予定 
さかい  こ  が  



インバウンド観光を後押し 

●圏央道の開通による成田空港からのアクセス向上を茨城県がPR 

●成田空港から水戸を経由するバスツアーを増便[２本／年から４０本／年]する 

 旅行会社もあり、県周遊ツアー数が増加[前年度の２．８倍※]  
                                      ※平成27年度は4月～12月までの9ヶ月間 

●一昨年全国34位だった外国人宿泊者数が、昨年30位※に 

   県では、県内の圏央道全通を見据え、更なるインバウンド観光推進のための方 

 策を検討中  ※1月～11月速報値 

効果① 
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■茨城方面への観光ツアーを催行する 
  旅行会社の声 

・圏央道の開通に伴い、那須方面に向
かう周遊ツアーは、都心経由から水
戸経由にルート変更しました。 

・水戸に立ち寄るバスツアーは、２本
/年から４０本/年に増えています。 

成田空港発茨城県経由の外国人旅行者向けバスツアーが増加 

出典）所要時間はプローブデータの平日平均旅行速度を用いて算出 
   （開通前： H26.11プローブデータ、開通後： H27.11プローブデータ） 
   ※成田空港～水戸市役所間の所要時間を算出 
    

茨城県  
観光物産課 

■茨城県 観光物産課の声 

出典）平成28年1月 ヒアリング調査（常総国道事務所調べ） 

■袋田の滝関係者の声 

袋田観瀑施設 
管理事務所 

・袋田の滝を訪れる外国人観光客は増えており、
特に、圏央道開通後は、ツアーバス 

 で訪れる外国人観光客が増えてきています。 

出典）平成28年1月 ヒアリング調査（常総国道事務所調べ） 

■茨城県周遊ツアー催行数 

出典：観光庁 宿泊旅行統計調査 ※H27年は11月まで 

■茨城県の外国人宿泊者数の推移 

太平洋旅行社 
（台湾） 
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増加率は全国で2位 圏央道開通 
H27年6月 

（万人） 

・外国人観光客を取り込むため、アジア圏
の旅行会社へ向けて、観光地の魅力と、
圏央道の開通によるアクセス性の向上に
ついて、PR活動を実施しています。 

・県内の圏央道全通を見据え、更なるイン
バウンド観光推進のため他県との広域的
な周遊観光強化を検討しています。 
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出典）平成28年1月 ヒアリング調査（常総国道事務所調べ） 

那須方面 

成田空港 

茨城の観光地
を経由し、 

那須方面へ 

増加した新ルート 
（圏央道経由） 

従来のツアールート 
（首都高経由） 

成田空港 

友部JCT 

つくばJCT 

水戸市 

今回開通区間 

潮来IC 

成田空港から首都圏近郊の 
観光地へのアクセス性が向上 

開通前ルート：106分 
（県道50号経由） 

開通後ルート：86分 
（圏央道経由） 

約20分短縮 

袋田の滝 竜神大吊橋 

那須方面へ 

水戸IC 

神崎IC 

下総IC 

大栄JCT 千葉県 

茨城県 

栃木県 

至 福島県 

至 千葉市 

那珂IC 

341  

954 

千葉県 

茨城県 

栃木県 

写真提供：太平洋旅行社 

写真提供：太平洋旅行社 

出典：茨城県より提供 ※H27年度は12月まで  



一般道が安全・快適に 効果② 
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※１ 

国道408号（長竿東交差点） 

※1 出典）国土交通省データ（交通量調査） 
 開通前：平成26年11月19日(水)7時～翌7時の日交通量 
 開通後：平成27年12月 9日(水)7時～翌7時の日交通量 
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●圏央道に交通が転換したことで、一般道がスムーズになり、急ブレーキの発生

割合が減少 

  国道408号（土屋交差点）の交通量   ：41,400台/日→38,100台/日 [8％減] 

  国道408号（長竿東交差点）の交通量   ：11,700台/日→10,100台/日 [14％減] 

●成田警察署管内（成田市）の一般道の交通事故発生件数※が前年比約４％減少 
                                                                              ※物損事故件数及び人身事故件数の概数 

ながさおひがし 

つ ち や 

土屋交差点 

凡例 

 41,400台  

 38,100台  

 0台  

 9,700台  

玉突き効果 

交通量 

開通前：H26.11.19 

開通後：H27.12.9 

出典）国土交通省データ（交通量調査）、NEXCOデータ 
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※2 出典）ＮＥＸＣＯデータ 
 開通後：平成27年12月9日(水) 7時～翌7時の日交通量 

② 圏央道開通 ①国道408号 
（土屋交差点） 

純増 
０台→9,700台 

８％減 
41,400台→38,100台 

一般道から圏央道へ交通が転換。周辺一般道の安全性が向上 

ながさおひがし 

開通前の交通量 

開通後の交通量 

●台 

●台 

■交通事故発生件数の変化 
 【成田警察署管内（成田市）】 

■急ブレーキ発生件数※の変化 

出典）ETC2.0道路プローブデータ 

開通前： H27.5 

開通後： H27.7～H27.11 

※： 単位車両あたりの-0.3G以上の急減速発生回数 
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出典）成田警察署より提供 
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企業の生産性向上やﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの労働環境改善に貢献 効果③ 
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成田空港への輸送時間短縮により、トラックの稼働率が向上 

●１台のトラックが１日のうちに複数箇所への輸送が可能になるなど、トラック

の稼働率が向上し、企業の生産性向上に寄与 

●ドライバーの拘束時間の減少が見込めるなど、労働環境の改善に期待 

真崎運送（日立市） 

出典）平成28年1月 ヒアリング調査（常総国道事務所調べ） 

・今までは、成田空港に精密機器等の工業製品を輸送すると、1日1回の輸送しかで
きませんでしたが、会社に戻ってきた後に、再度、いわき市等に輸送することが可
能になりました。 

成田空港へ運送する物流企業の声  

千葉県 

茨城県 

至 木更津市 

成田空港 

栃木県 

千葉県 

至 木更津市 

成田空港 

栃木県 運送会社：真崎運送 
       （日立市） 

いわき市へ いわき市へ 

茨城県 

今
回
開
通
区
間 

下総IC 

大栄JCT 

神崎IC 

物流会社（芝山町） 

成田 ⇒  日立市 

開通後ルート：95分 
（圏央道経由） 

成田 ⇒ 日立市 

開通前ルート：176分 
（国道51号経由） 

出典）所要時間はプローブデータの平日平均旅行速度を用いて算出 
   （開通前： H26.11プローブデータ、開通後： H27.11プローブデータ） 
   ※成田空港～日立市役所間の国道51号経由ルートの所要時間を算出 

出典）所要時間はプローブデータの平日平均旅行速度を用いて算出。 
   （開通前： H26.11プローブデータ、開通後： H27.11プローブデータ） 
   ※成田空港～日立市役所間の圏央道経由ルートの所要時間を算出。 

・急な発注時には、輸送時間が短縮できる圏央道を利用します。開通前の急な発注時
と比較すると、輸送時間が短縮した分、帰社の時間が早くなり、拘束時間の削減も
期待できます。 

■開通前 ■開通後 

別々のトラック２台で成田空港といわき市へ輸送 トラック1台で成田空港といわき市への輸送が可能に 

いわき市等へ輸送 

成田へ輸送 

成田に輸送した 
車両が対応 

成田へ輸送 

運送会社：真崎運送 
       （日立市） 

至 福島県 至 福島県 



緊急・災害時の迂回が可能に「圏央道－東関東道経由」 効果④ 

複数ルートによるリダンダンシーの確保 

５／７ 

●常磐道の通行止時に､つくば～箱崎間の迂回機能を圏央道･東関東道で発揮。 

 迂回により圏央道の交通量が約８割増加 

交通事故に伴い、常磐道（上下） 
柏IC～谷和原IC間で通行止が発生 
 

通行止時間：H27年10月10日(土) 

       4:45～14:00(下り線は11:00に通行止め解除) 
 

 

＜通行止事象の概要＞ 

＜通行止前後の交通量の変化＞ 
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東関東道 
（大栄JCT～成田IC） 

圏央道  
（神崎IC～下総IC） 

常磐道 
（柏IC～谷和原IC） 

事故発生～通行止時間 
(下り線は11:00に解除) 

      10月3日（平常時）交通量 
 
      10月10日（通行止時）交通量 

※出典：NEXCOデータ 
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通
量
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時
） 

交
通
量
（台
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交
通
量
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／
時
） 

      10月3日（平常時）交通量 
 
      10月10日（通行止時）交通量 

      10月3日（平常時）交通量 
 
      10月10日（通行止時）交通量 

常磐道経由の交通が 
圏央道－東関東道経由に転換！ 

5時台～13時台の交通量 

約4割増加（+6,621台） 

5時台～13時台の交通量 

約8割増加（+3,927台） 

・常磐道利用 ：約96分 
（つくばＪＣＴ～谷和原IC～一般道※～柏ＩＣ～箱崎ＪＣＴ） 
                       ※一般道は国道294号→国道6号→国道16号 
 

・圏央道・東関東道利用 ：約84分 
（つくばＪＣＴ～圏央道～東関東道～京葉道路～箱崎ＪＣＴ） 
  

【参考：通行止が発生していない場合】 
 ・常磐道利用 ：約50分 

 
 
 

 出典：車両感知器データ（トラカンデータ）（H27.10.3、H27.10.10の5～14時の平均）、 

       プローブデータ（H27.10の休日の5～14時の平均）より算出 

◆事故発生直後より、事故情報がドライバーへ発信される。 

◆大型トラックが、自損事故を起こして停車していた普通貨物車に追突。 

＜常磐道事故発生時の 
 つくばJCT～箱崎JCT間の所要時間（推定）＞ 
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久喜白岡JCT 
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通行止めとなった 
常磐道の主な代替
道路として機能！ 
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開通後の交通状況 

●圏央道の開通後の日交通量は、平均９，３００台/日 

   圏央道（神崎IC～下総IC間） ： 9,300台/日 

   圏央道（下総IC～大栄JCT間） ： 9,300台/日 

●これまで開通していたつくばＪＣＴ～神崎ＩＣ間の交通量は、対前年同月比較で増加。

常磐道、東関東道の交通量は、対前年同月比較で増加 
 

   圏央道（稲敷IC～稲敷東IC間）     ： 4,100台/日→ 10,900台/日[166％増] 

   常磐道（桜土浦IC～つくばJCT間）  ： 64,600台/日→ 68,000台/日[5％増] 

   東関東道（大栄JCT～成田IC・JCT間）： 24,400台/日→ 30,800台/日[26％増] 

しもふさ 

  出典）ＮＥＸＣＯデータ 
       開通前：平成26年6月8日(日)～11月30日(日)の日交通量の平均値 
       開通後：平成27年6月8日(月)～11月30日(月)の日交通量の平均値 
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圏央道開通区間概要 

● 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の道路交通の円滑化、沿線都市間の連絡強

化等を目的とした、都心から半径およそ４０～６０ｋｍの位置に計画されている総延長約

３００ｋｍの環状の自動車専用道路です。現在までに約２４１ｋｍが開通しています。 
 

● 今回開通区間の概要 

  路  線  名：一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道） 

○開 通 区 間：神崎IC（千葉県香取郡神崎町松崎）～大栄JCT（千葉県成田市吉岡） 

○開 通 日：平成２７年６月７日（日）１７時 

○延 長：９．７ｋｍ 

○車 線 数：暫定２車線 

○開 通 IC（アクセス道路）：下総IC（(主)成田下総線） 

■今回開通区間の位置図 
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